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第 280 回 例会 

2019年 7月 10日 13:00～ 

■司  会 深見和久 例会運営・司会副委員長 

■斉  唱 奉仕の理想 

■出席報告 出席者数 22 名 / 35 名 

 出 席 率 62.85 % 

 前々回修正出席率 80.00 % 

ニコボックス 

〇 岩崎幸弘 会長 

今日も例会に出席頂きありがとうございます。 

本日は各委員長さんの決意表明の日です。ど

うぞよろしくお願い致します。 

〇 加藤正広 幹事 

本日、委員長の皆様の方針発表を楽しみに

しております。 

〇 安井忠 会員増強委員長 

本日皆様に会員増強のお願い致します。どうか

宜しく。また加藤君ありがとう。 

会 長 挨 拶 

「水上の音楽」～も

とは英語で WATER 

MUSIC～は１７１７年 

江戸時代享保二年

（吉宗・大岡越前が活

躍していた時代） ド

イツ生まれながらイギ

リスに帰化した音楽

の母ヘンデル(ゲオル

ク・フリードリヒ・ヘン

デル)、イギリス王ジョージ 1 世のテムズ川での舟遊

びの際にこの曲を初演したといわれています。「水上

の音楽」というタイトルは、実際に水の上で演奏され

たため、そう名付けられました。現在でもベネチアや

メキシコ・シティなど世界各地に小舟での音楽演奏

は見られます。しかし 3 百年前にヘンデルたちが考

えたのは、もっと壮大な計画でした。50 人ものオーケ

ストラをまるごと船に乗せようというもので、いわばロン

ドン・テムズ川を舞台にした一大コンサートイベントで

した。夜 8 時に宮殿の近くの桟橋を国王の船と共に

出発し、夜中 11 時から 2 時の間は岸辺の貴族邸宅

でディナータイム、そして朝 4 時半に国王は宮殿に

戻るという徹夜の大宴会だったとのことです 

野外で演奏される曲のため、全体に明るく開放的

な雰囲気が溢れているヘンデルの代表作品のひと

つです。中でも、今お流ししている 第 2 組曲の第 2

曲目の「アラ・ホーンパイプ」は全曲中最も有名な曲

です。みなさんもどこかでお聴きになったことがある

かもしれません。ホーンパイプとは 17 世紀後半に生

まれたイギリスのフォークダンス、およびそのための

舞曲のこと。動物の角を組み込んだ木管楽器の意味

も。ちなみにアラは英語の THEにあたります。 

プチ薀蓄（うんちく）はこのへんで・・・ 

さて、先週は皆様のご協力により、第 1 回の例会

を無事終えることができました。心よりお礼を申し上

げます。本年度のアイリスも、やっと小さな一歩を踏

み出すことができました。 

本日は第 2 回目の例会ですが、委員会の中では

委員長・委員の皆さんは、すでに大きな会議や会合

に出席されている方もいらっしゃいます。そして、次

の予定も続々と入っております。仕事や身体に無理

をせずに ただ 時には時間の調整に頭をはたらか

せいただいて 加藤幹事からの 様々な ・軽い注

文 ・強いお願い  があると思いますので この一

年間 嫌な時も 明るくご対応いただきます様 どう

かよろしくお願い申し上げます。  

今日は その委員会の覚悟と決意を述べていただ

く大切な日です。「時の過ぎ行くままに・・・」ではあり

ますが、あだや おろそかに時を費やさぬよう 全身

耳と化し 委員長さんのお話をおききください。 

会長挨拶を終わります。 

幹事報告 

前期６月３０日付けで退会者１名 佐藤義郎さん。

理由、ご病気の為。今期７月１日付けで休会者３名 

生田瀬津子さん 東京でのお仕事多忙の為、半期

のみ。鬼頭容子さんお仕事多忙の為、半期予定。藤

森淳さん、継続休会です。 

続きまして、先ほど島村理事がお配りしました 2 枚

の資料の件で、アンケートのお願いがあります。内容

は、まず例会開始時間についてです。現在の、

13:00～14:00 までと 12:30～13:30 と、どちらでも良

い、ABC に丸を付け、私幹事にメールもしくは FAX

か手渡しにてお願いします。出来ましたら理由も添え

て今月中にお願いします。来月の理事会にて集計し

報告を致します。 
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続いて、来年 6 月に行われます、ロータリー世界

大会ホノルルへの参加ツアー申込のアンケートで

す。当クラブの鮑尓吉徳さんの会社にてご案内書を

作成して頂きました。世界中からエントリーがあり、現

在ホテルの取り合い状態ですが、ワイキキ界隈のホ

テルを 20 名位の予約を押さえましたので、奥様やご

主人と行かれる方、お一人で行かれる方等、早めで

すがアンケートに記入頂き、私幹事まで提出をお願

い致します。沢山の方のご参加をお待ちしておりま

す。また、本日欠席の方に付きましては、後日メール

にて配布いたします。 

以上、本日の幹事報告です。 

委員会方針発表 

 各委員長より本年度の委員会事業計画・方針につ

いて発表がありました。各委員長からは本年度に掛

ける意気込みが伝わってきました。 

 

【クラブ戦略委員会 藤谷猛委員長】 

①10 周年である 3 年先、5 年先を見

据えた成長戦略を議論し策定する。

②ロータリーの理解を深め、クラブ全

会員の質の向上を目指し教育を進める。③ロータリ

ーの奉仕を全員で理解し、人道的奉仕の充実を図

る。④意味のある親睦を通じて、役員・理事、若い会

員等のベクトルを合わせる。⑤会員全員が、高潔性

と多様性、奉仕の心を持ち、リーダーシップをとれる

よう教育のシステムを構築する。⑥ロータリーのブラ

ンド・マーケティング戦略に基づいて SNS の利用促

進、公共イメージ向上、会員基盤の強化を目指す。 

 

【公共イメージ向上委員会 深見礼子委員長】 

①ウィークリーレポートを作成しホー

ムページにＵＰする。(ア)例会翌週に

はＵＰ出来るようにする。(イ)委員が

順番に担当し委員全員でレポートを

作成する。②例会時の写真、卓話を

記録する。③地区からの開催案内のある地区広報

委員長会議に出席する。④雑誌「ロータリーの友」か

らタイムリーな話題を提供し会員に伝達する。⑤

Facebook、Twitter 等で名古屋アイリスロータリークラ

ブをＰＲ出来るよう準備をする。⑥ロータリークラブに

相応しい会員候補者を積極的に勧誘し、会員増強

委員会を支援する。 

 

【例会運営・司会・受付・ニコボックス委員会 島村恵

三委員長】 

①例会プログラムや次第の作成及

び司会進行を担当する。②会員に

よる卓話のほか、地区委員会や外

部スピーカーによる卓話の依頼を

する。③例会開始５分前に入場を

促す。④入場時ロータリーバッジ着

用の催促、卓話中の私語への注意に当たる。⑤当

番制で受付を設営し、12 : 00に受付を開始する。 

⑥例会変更の場合、メーキャップデスクをその週の

水曜日 11：30～12：30 に、ANA グラコート名古屋１

階に設置し、メーキャップ受付を行う。メーキャップ受

付は、当番制とし 2 名で行う。⑦地区大会、夜間例

会などの設置と受付を行う。⑧誕生日や結婚記念日

など、ニコボックスの受付を行い、協力を促す。⑨例

会時にニコボックスのメッセージを読み上げ、会員相

互の理解親睦の供する。 

 

【出席管理・親睦活動委員会 片桐栄子委員長】 

①会員相互の親睦を深めるような提

案や企画を行うために親睦委員会

を開催し協議する。②親睦例会は、

年 4 回（クリスマス家族例会含む）行

う。③会員本人、ご家族に不幸があ

った場合、全員に伝達、必要に応じ通夜・告別式の

受付等の手伝いをする。④親睦例会には、新入会

員を積極的にお誘いし、既会員との信頼関係構築

に繋げる。⑤例会への出席は、ロータリークラブの活

動の基礎となるもの。例会に出席し会員相互の親睦

を深めると同時に当クラブの社会活動への参加に繋

げる。⑥会員各位に対し当クラブの運営が円滑に行

われるために次の 3 つのことの励行をお願いする。

(ア)来月の出欠連絡を当月の最終例会までに報告

すること。(イ)出欠に変更がある場合、直ちに出席管

理・親睦活動委員長へ連絡をする。（ウ）極力未連絡

の欠席をなくしたいので、強制ではありませんが未連

絡の方のみ次週ニコボックスに寄付をする。⑦ 毎

月の出欠率の集計を行い、地区ガバナー事務所へ

報告する。 

 

【職業奉仕委員会 岩田広樹委員長】 

①職場訪問を計画する。②10 月な

いし 3月に職業奉仕に関する卓話を

実施する。③ 地区から開催案内の

ある職業奉仕委員長会議に出席す

る。 

 

【社会奉仕委員長 岩田広樹委員長】 

①市内 25RC 社会奉仕委員長会議の主幹となり運

営と会議を行う。②地区から開催案内のある社会奉

仕委員長会議に出席する。③社会奉仕活動、助成

対象先を研究する。 

 

【国際奉仕委員会 山田智博委員長】  

①ロータリー財団の補助金活動の事

業を学ぶ。②地区から開催案内のあ

る国際奉仕委員会議に出席をする。

③RI国際大会への理解を進める。④

国際奉仕に関する情報を収集する。 

 

【青少年奉仕委員会 山田智博委員長】 

①１２RC 合同ローターアクト委員会に出席する。②

名城ローターアクトクラブ例会へ訪問する。③地区か

ら開催案内のある青少年奉仕委員会議に出席す

る。④ローターアクトの活動への理解を深める。 

＊他の委員会は第 282回例会にて発表となります。 


